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【はじめに】
　筆者はこれまで、保育士養成校において保育内容
「人間関係」を学ぶ意義について研究を行ってきた。
まず研究Ⅰ（２0１3）では、領域「人間関係」の歴史
的変遷を学ぶことによって、社会の中での人間関係
性の構築が社会の変化に伴って変容し、またそれに
より、子どもの状況や子ども観の変化と相互作用的
な関係をもたらしていることを明らかにした。また
研究Ⅱ（２0１5）では、養成校の学生が社会変化の中
で子どもに対する保育観を獲得する授業実践の方法
ととその分析・検討を行った。
　具体的には幼稚園教育要領内の保育内容人間関係
の記述の変化について、平成１0年度版と20年度版
とでは、個としての子どもへの理解がより深い形で
コミットするような記述へと変化していること、ま
た保育内容人間関係は幼児期の子どもの道徳的な発
達も担う領域であることから、学生の回答などには、
子どもの挫折や葛藤経験は自らの社会的道徳の構築
に繋がる一方で個々人の自由やしたいことを自制す
る働きも培われているという見方も見られた。
【問題意識】
　こうしたこれまでの研究成果を通して、①人間関
係性の構築が社会の変化に伴って変化すること、②
幼稚園教育要領などに見られる記述の変化は子ども
1人1人に対する理解の深さを示すものであるこ
と、③子どもの社会経験は自らの挫折や葛藤経験を
通して道徳の構築に繋がる一方、個々の自由の選択
を自制する作用もある等の結果が得られた。
　こうした研究成果から、幼児期の子どもの社会道
徳の獲得・育成には、単に幼児期だけにとどまら
ず、小学校課程に繋がるカリキュラムを検討するこ
とで、初期の義務教育段階における道徳性の醸成に
関する構造を明らかにする必要があるという問題意
識に至った。
　また本来、領域「人間関係」は小学校低学年に設
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置されている生活科との関連も深い。このことから、
本論では幼稚園教育要領における保育内容「人間関
係」における社会性の育成に関連する道徳性の意義
を見出す為、小学校教育要領の「生活科」の学習内
容や目的などを明らかにしながら公教育における社
会的道徳性育成カリキュラムの動向について検討す
るに至った。また現行教育基本法は、道徳教育に関
する内容が刷新され、「道徳心を培う」ことが明記
されていることからも、今後、公教育においてどの
ように子どもの道徳性を養うべきかが問われる機会
も増えてくると考えられる。
【方法】
　本論では、領域「人間関係」と「生活科」双方に
於いて掲げられている目標の中身を精査し、幼少期
の社会化の育成に関連する道徳性の意義について明
らかにしたい。まず「保育内容・人間関係」のねら
い及び内容、そして「生活科」の評価の観点及び趣
旨を整理し、小学校低学年（1，２年生）の生活科
に於いて求められている到達目標を明らかにする。
次に幼児期から小学校低学年までに獲得すべき社会
性の要素について項目ごとに精査し、幼児期から小
学校低学年に至るまでに連続して捉えられている道
徳的要素を抽出する。このように導き出した視点か
ら保育実践記録を通して、各発達段階における育ち
と関連した道徳性の芽生えを導く子どもとのかかわ
り方を模索する。
【保育内容「人間関係」の領域的意義につい
て】
　現行の幼稚園教育要領には、領域「人間関係」の
特徴を表す、以下の目的が示されている。
　幼稚園では5領域全体を通して子ども達に「生き
る力」を育む為に必要な心情・意欲・態度の基礎を
育むことをその保育・教育活動の目的としている。
その為、園での日常生活を通して、人間関係を学び、
自己も他者との関わりの中で育つことが謳われてい
る。
　一方、保育所保育指針の中で、領域「人間関係」
は「人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼感、
そして人権を大切にする心を育てるとともに、自主、
協調の態度を養い、道徳性の芽生えを培うこと。」
と示されており、ここでは自己の心情を育むと共に
社会生活における道徳性を培うことを主眼としてい
ることが分かる。
　本来、この領域「人間関係」は主に対人関係に焦
点化した目的やねらい、保育内容が設定されている。
また時代ごとの社会的要求に伴い、平成元年、平成
１0年、平成２0年と三期に渡る改訂を経て今日に至っ
ている。現行の幼稚園教育要領、及び保育所保育指
針では、「自信」「共同」「規範意識」等を中心とし
た人間関係構築を目指し、また心のよりどころとし
ての「家族」というキーワードを示す事により、人
とのかかわりを重視した内容へと改訂されているこ
とがわかる。
【小学校教育課程「生活科」の目的とその意
義について】
　生活科は平成元年の学習指導要領改訂により新設
された科目である。これは旧来の理科と社会を廃止
することにより、幼児期における子どもの直接経験
を教科内容に結びつけることが円滑になるような科
目の位置づけとなっている。
教科目標：
「他の人々と親しみ、支え合って生活するために、
自立心を育て、人とかかわる力を養う」
具体的な活動や体験を通して、自分と身近な人々、
社会及び自然とのかかわりに関心をもち、自分自
身や自分の生活について考えさせるとともに、そ
の過程において生活上必要な習慣や技能を身に付
けさせ、自立への基礎を養う。
81
幼児教育課程から小学校課程へと繋がる道徳性の育成について
　学習指導要領に見られる生活科の教科目標は、ま
ず1）自分と人や社会とのかかわり、そして２）自
分と自然とのかかわり、最後に３）自分自身が自ら
自分の道を切り開いていける、という３つの内容構
成となっている。
　また図①に示されている通り、児童は生活科を通
して学校活動等で具体的な体験や活動に参加し、自
分と社会、又は自然とのかかわりに関心を持ち、一
方では自分の生活について考え、日常の生活習慣や
技能を向上させる意欲を持つようなカリキュラムが
構成されている。
　また単なる体験や、生活技術の向上のみを目指し
ているのではなく、児童が積極的に活動に参加でき
る環境を提供することによって、様々な体験から自
分で判断し、行動できる自立心を養うことが最終的
な目標として設定されている。
　以上のことを踏まえ、保育内容「人間関係」の領
域、及び小学校課程の生活科の内容には、①具体的
な生活体験と、社会、自然との関わり、②自分自身
のことや周囲の生活について考えること、③生活上
必要な習慣や技術を見つけ、自立へと導く、といっ
た共通の目標が存在していることが分かる。
【小学校課程第１学年及び第２学年における
生活科の評価観点の趣旨】
　上記３つの視点を中心とした評価基準が生活科に
は設けられており、それらは児童の生活に関する関
心・意欲・態度の項目、次に参加した活動や得た経
験から考えたり、表現する力の項目、最後に周囲の
環境や自己への気づきといった項目に分けられてい
る。
  上記、生活科に関する評価の観点とその趣旨を見
ると、小学校の第1学年及び第２学年の生活科では、
生徒の「心情」・「意欲」・「態度」を育み、一つ一つ
の課題に対して興味・関心を持ち、積極的なかかわ
りが出来ているかどうかが重要視されている事が分
かる。また与えられている課題に対し、意欲的に取
り組むだけではなく、取り組む為の手段や方法を自
ら考え、さらに工夫する力や、得た体験などから身
近な環境と自分とのかかわり等について客観的判断
が求められている事が分かる。総じてこれらの評価
項目を見る限り、求められている資質 ･能力が高い
ことが伺える。
図①
表Ⅰ：生活科の評価基準
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　こうした資質・能力を小学校入学後に全て満たす
には多くの時間を要し、また小学校低学年に設定さ
れている生活科だけでは到達するには困難が予想さ
れる。上記、評価項目が生活科の評価基準として設
定されている背景には、幼児期において、既にこう
した資質・能力を育んでいることが前提として、科
目が成立していると推測できる。
【幼児期における道徳性を育む要素】
　ではどのような資質・能力が幼少期に育まれる必
要があるのでだろうか。本来、意欲・関心を持つこ
とや、自己省察、また他者に対する気づき等は、道
徳的要素との結びつきが多く見られる。平成１3年に
文部科学省が出版した「幼稚園における道徳性の芽
生えを培うための事例集」の中に、幼児期における
道徳性が芽生えるための条件として以下のような基
本的要素と考え方が示されている。
　まず道徳性の発達に必要な要素として以下の３つ
の項目が挙げられている。
　次に上記３つの力を子ども達の中に育んで行く条
件として、人的・物的環境の条件が挙げられている。
（出典：「幼稚園における道徳性の芽生えを培うため
の事例集」文部科学省　平成１3年３月）
　本来、道徳的なものというと一義的な決まり事や
ルールを想像しがちであるが、本来道徳とは人類が
共存していく為に導かれる徳の事を示すのが一般的
である。以下では、上記の幼児期における道徳的要
素が、次に示す領域「人間関係」のねらい・内容、
生活科の内容構成を示した表中の、どの項目に表れ
ているか、複数の視点を設けながら明らかにしてい
きたい。
【保育内容「人間関係」及び生活科に見られ
る道徳的要素】
　まず表Ⅱに、〈道徳性の発達に必要な要素〉の項
目中にある「他者と調和的な関係を保ち、自分なり
の目標を持って、人間らしくより良く生きていこう
とする気持ち」をA、「自他の欲求や感情、状況を
受容的・共感的に理解する力」をB、「自分の欲求
や行動を自分で調整しつつ、共によりよい未来をつ
くっていこうとする力」をCに分類した。次に〈道
徳性の芽生えを培うための基本的な考え方〉の項目
については、「他者を受け入れ、認める」「他者との
交流・協力を大切にする」は上記1項目目と内容が
重複する為、Aに分類し、「多様な人・生き物・モ
ノと細やかに関わる」をＤ、「集団生活のルールや
決まりの意味に繰り返し触れる」をEに分類した。
◆社会生活における主体性の育成◆
　A項として設定した「他者と調和的な関係を保ち、
自分なりの目標を持って、人間らしくより良く生き
ていこうとする気持ち」という項目は、幼稚園教育
要領下の保育内容「人間関係」ねらい項目の（1） 
｢幼稚園生活を楽しみ、自分の力で行動することの
充実感を味わう。｣、（４）「いろいろな遊びを楽しみ
ながら物事をやり遂げようとする気持ちをもつ。」、
（6）「自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っ
ていることに気付く」、 （8）「友達と楽しく活動す
る中で、共通の目的を見いだし、工夫したり協力し
たりなどする。」といった内容の項目群と類似して
１)他者と調和的な関係を保ち、自分なりの目標
を持って、人間らしくより良く生きていこう
とする気持ち
２)自他の欲求や感情、状況を受容的・共感的に
理解する力
３)自分の欲求や行動を自分で調整しつつ、共に
よりよい未来をつくっていこうとする力
①他者を受け入れ、認める
②多様な人・生き物・モノと細やかに関わる
③他者との交流・協力を大切にする
④集団生活のルールや決まりの意味に繰り返し触
れる
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表Ⅱ：保育内容・人間関係の（ねらい・内容）及び小学校低学年における生活科の内容構成一覧
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いる。
　保育所保育指針では、①安心できる保育士等との
関係の下で、身近な大人や友達に関心を持ち、模倣
して遊んだり、親しみを持って自ら関わろうとする。
と言う項目が、（４）の内容と入れ替わる形で対応
している。
　これらは主に他者関係構築を意識しながらも、主
体性を育む要素が含まれている。また他者に認めら
れたいといった自己内発的動機付けも関連しなが
ら、自らが創意工夫する志向性が芽生えるきっかけ
となっている。
　またこのA項目は、生活科の内容項目において、
ア）｢健康で安全な生活　健康や安全に気を付けて、
友達と遊んだり、学校に通ったり、規則正しく生活
したりすることができるようにする。｣、イ）｢身近
な人々との接し方　家族や友達や先生をはじめ、地
域の様々な人々と適切に接することができるように
する。｣、カ）｢情報と交流　様々な手段を適切に使っ
て直接的間接的に情報を伝え合いながら、身近な
人々とかかわったり交流したりすることができるよ
うにする。｣、ク）｢時間と季節　一日の生活時間や
季節の移り変わりを生かして、生活を工夫したり楽
しくしたりすることができるようにする。｣、ケ）｢
遊びの工夫　遊びに使う物を作ったり遊び方を工夫
したりしながら、楽しく過ごすことができるように
する。｣ などの項目へと繋がり、子どもの発達と共
に広い視野で人間関係を捉えながら、自ら工夫した
り考えたりする力が備わるような流れになっていく
と考えられる。
◆協調・共感の育成◆
　次にBの「自他の欲求や感情、状況を受容的・共
感的に理解する力」という項目は、幼稚園教育要領
及び保育所保育指針共に保育内容「人間関係」ねら
い項目の（5）｢友達と積極的にかかわりながら喜
びや悲しみを共感し合う｣、（7）｢友達のよさに気
付き、一緒に活動する楽しさを味わう｣
　これは生活科の内容構成には表れていない項目と
なっている。というのも生活科の内容項目には、他
者と交流する機会を設け、その中で児童が考えて行
動する記述は見受けられるが、共に喜びを分かち
合ったり、共感するような記述は見当たらない。
　尚、共感の内容項目については、小学校課程の道
徳の領域（主として他者との関わり関すること）に
関連していると考えられる。
◆自律心の育成◆
　Cの「自分の欲求や行動を自分で調整しつつ、共
によりよい未来をつくっていこうとする力」には、
幼稚園教育要領及び保育所保育指針共に保育内容
「人間関係」ねらい項目の「自分で考え、自分で行
動する」、｢自分でできることは自分でする｣ に該当
する。自己を抑制しながら、正しい方向に導く力の
獲得は、子どもの自律心の向上に繋がる内容に該当
すると考えられる。
　この項目に直接的に繋がる内容が生活科の内容項
目中には該当しないが、生活科の内容全体に児童が
自ら考え、行動する事を促すような記述が見られる
為、自律心の育成は小学校課程に於いても継続して
実践されていることが伺える。
◆愛着心の育成◆
　Ｄの「多様な人・生き物・モノと細やかに関わる」
という項目は、周囲の物や人との関わりをより注意
深く行っていくことを意味している。それらは幼稚
園教育要領及び保育所保育指針の保育内容「人間関
係」にある、ねらいの一つとして設定されている「身
近な人と親しみ、関わりを深め、愛情や信頼感を持
つ」という項目に該当するであろう。
　幼児期では身近な人との関わりを密にすることに
より、愛情を深めたり、他者への信頼関係を構築す
る行為へと繋がっていくと思われる。小学校の生活
科では、そうした愛着が、ウ）｢地域への愛着：地
域の人々や場所に親しみや愛着をもつことができる
ようにする｣ であったり、オ）｢生産と消費：身近
にある物を利用して作ったり、繰り返し大切に使っ
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たりすることができるようにする｣、などといった
身近な物や地域との交流を通した愛着心の育成へと
繋がっている。またそのような視点から、キ）｢身
近な自然との触れ合い：身近な自然を観察したり、
生き物を飼ったり、育てたりするなどして、自然と
の触れ合いを深め、生命を大切にすることができる
ようにする｣ といった自然に対する畏敬の念へと繋
がる内容となっている。
◆善悪の判断や規範意識の形成◆
　項目 E は「集団生活のルールや決まりの意味に
繰り返し触れる」である。これは、幼稚園教育要領
及び保育所保育指針共に保育内容「人間関係」の内
容項目 ｢よいことや悪いことがあることに気付き、
考えながら行動する｣ に当てはまり、主に善悪の判
断を自ら気づき、行動を考えるといった内在的な規
範意識の芽生えを意識させている。
　小学校の生活科におけるこの規範意識の形成は、
主にエ）｢公共の意識とマナー：みんなで使う物や
場所、施設を大切に正しく利用できるようにする」
であったり、サ）｢基本的な生活習慣や生活技能　
日常生活に必要な習慣や技能を身に付けることがで
きるようにする｣ といった生活習慣の確立の為の前
段階的価値として位置づけられている。
　次節では、上記に示した道徳的支柱が、以下に示
す事例のどの場面に表れているか、項目別に分けな
がら検討していきたい。
【事例から見る子どもの社会的道徳性の芽生
え】
　上記に示した表項目を元に、以下の事例に道徳的
要素が見られるか検証した。
事例①：自分たちで仲直り（5歳児）
　この２人のやりとりには、園での生活を共にして
きた時間が子どもたち同士の関係性を表している。
事例のように保育者は子どもたち同士の関係性に
よっては、言い争いなどにはあまり手助けをせず、
時には見守りながら子どもたち同士で解決する力
を育むようなかかわりを大切にしているのである。
従って、これは道徳性の「他者を受け入れ、認める」
「他者との交流・協力を大切にする」に該当すると
考えられる。
事例②：被害者意識の強い4歳児（4歳児）
自由遊びの時間、Yちゃんがピアノで色々な曲を
弾いていた。私が「すごいね。上手。」と褒める
赤色の三輪車で遊んでいたMが途中で別の遊びを
し、三輪車が空いていた。そこにAがきてその三
輪車で遊び始めた。Mがそれに気づき「それ、わ
たしのよー！」と取り上げた。あまりにもMが言
うのでAは怒ってキックしてしまった。担任の先
生が入って３人で話し合いがなされた。その後も
納得していないMはモヤモヤしているようで登園
してきた友だちのお母さんにも泣きながら訴えて
いた。「Aちゃんにキックされたんよ」。私は「A
ちゃんは何もしていないのにキックしたのかな？
何か理由があったんじゃないかな？」と言ってみ
と、ニコッと笑顔をみせていた。そこにR君がやっ
てきて「僕も弾けるよ。あ、間違えたー。」と言
い、Yちゃんが弾き間違えたことを少しからかっ
た。するとYちゃんは「誰だってまちがえるよ。」
と言い返し、怒ってしまった。私はケンカになる
のかな、と思ったが、自分たちの力で切り抜けて
欲しいと思い、何も言わず様子を見守っていた。
するとR君が「そっか。先生でも間違えるしね。」
と言いながらYちゃんの方を見ながら面白い顔
をして答えた。それを見たYちゃんが笑いだし、
何もなかったように仲直りをしていた。その後、
R君が「僕にもピアノ弾かせて」と言うとYちゃ
んはピアノの椅子を半分譲ってあげた。
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　育ちの過程として４歳児は自己中心的な気持ちか
ら相手の立場や気持ちを理解する気持ちへと移行す
る時期である。事例のように、園での集団生活では
自分が使っていた遊具をちょっとした隙に取られて
しまうことがある。Aに過失は無いのだが、Aのせ
いにして自分の過失から逃れようとする様子が伺え
る。これは良いことや悪いことに気づき、よく考え
て行動し始める時期に向かっている段階であると言
える。まだ葛藤がある段階であるが、これは「自分
の欲求や行動を自分で調整しつつ、共によりよい未
来をつくっていこうとする力」に分類した。
事例③：ルールを通して遊ぶ（5歳児）
　この年齢の子どもたちは、遊びの中でルール（約
束事）が必要と思えば、自分たちで決めていくこと
ができる。しかしこの場面は、周囲の状況を踏まえ
て保育者が線を引くことを提案したことから、それ
に呼応する形でもう一つの線が子ども達の意志で引
かれることとなった。これは保育者の思いに共感す
る事例に近い事から、「自他の欲求や感情、状況を
受容的・共感的に理解する力」に該当する事例であ
ると捉えることができる。
【結果と考察】
　幼児期から小学校第1学年、第２学年に至るまで
の道徳性の芽生えから育成にかけての一連の過程に
は、社会との繋がりを中心とした生活習慣の確立、
またその中で自己を他者との関係性の中で確立する
内容等が見られた。また生活科へ移行していく中で、
社会との繋がりが他者から地域集団へと広がりが見
られ、また他者との共存関係には、周囲の人々に対
して感謝の気持ちを表すという態度が付与している
ことが明らかになった。また評価や到達目標にも、
自主的に考え、計画し、実行するなどの能動的な資
質を問う項目があることから、幼児期に於いても自
主性を問う取り組みがより必要であることも明らか
になった。
考察Ⅰ：幼保小の連携に伴う接続期のカリキュラム
の捉え方
　幼児期から小学校へと繋がる接続期には、子ども
自身が、かかわる人との関係や周囲の環境が大きく
変化していく時期と重なるため、戸惑いや不安、期
待などを抱きやすい育ちの時期となる。その為、保
育者は、４，5才児の子どもの発達過程を見極めて
接続期を捉えていくことが重要な視点となってく
る。
　また、小学校へ進学後も、時間割のない生活から
急に時間割で区切られた生活をすることに対する子
どもの違和感の大きさを考慮する必要がある。従っ
た。Mはしばらく私の顔を見ていた。そして、ま
た「お腹キックしたのに」と言った。私はそれ以
上言うのを止め、お腹をさすった。その後、園外
保育でバスに乗り、飛行場へ出かけた。その時２
人は隣同士に座り、いつもの仲良しに戻っていた。
自由時間の遊びで、私はY君、T君、R君、H君
とバレーボールをすることになった。しかしあま
り長くは続かず、いつのまにかドッジボールに変
わった。その遊びはしばらく続いたが、H君は
逃げるばかりであまり楽しそうではない様子で
あった。それを見て私はボールを取った時、「H
君、当ててきて」と言うと徐々に楽しそうな表情
になった。子どもたち同士で始まったそのドッジ
ボールはそもそもルールもなければ、コートもな
く、間近で投げたり、遠くまで逃げていたりして
いたので、私は他の子の遊びの邪魔にならないよ
うに、横の線だけを決めて遊びを続けようと提案
した。Y君だけはそれに納得しなかったが、遊び
を続けていく内に今度はY君の方から真ん中の線
を引くような提案があり「ここから先に入って投
げないで」と言った。他の子も「さんせーい」と
言い、ドッジボールが再開し、しばらく続いた。
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て第1学年における1学期の間は接続期として捉
え、児童に対する取り組みを意識することが大切で
あると考える。
　接続期のカリキュラムにおいては、幼児期までに、
遊びを通して協同的な動きや考え方がどれだけ育っ
ているかが、小学校へ進学後、学級集団として児童
が意識して行動できるかにかかってくる。
　そこでは、友達と一緒になって少し先の目標を目
指して目標達成のために工夫したり努力したりする
行動が、小学校課程に於いて重要な学習形態となり、
プロジェクト学習等に至る活動や経験に結びついて
いくと思われる。
　また、学習の芽生えがどのような経験として子ど
もたちの中にあるか、偏りはないかなどを振り返っ
ていくことが、特に接続期には大切である。そのた
めには、学習の芽生えといえる学びが、どのように
保育の中に位置付いているか、保育者自身も把握し
ておくことも必要だと考える。
　更に、友達との関係の中での自己の形成という視
点から子どもを見る際、感情表現が上手に表現でき
ずに、いつまでも周りに依存する傾向が高かったり
するなど、自己発揮する事が難しい子どもにも配慮
する必要がある。
　このような子どもに対して、接続期には、自信を
持ち、安心して活躍できる場を与えて自己肯定感を
高めていく関わりが必要である。 
考察Ⅱ：幼児期における道徳性育成の方針とその重
要性について
　事例を通して、部類分けされた道徳的要素が見ら
れる子どもの行動や言動が確認されたが、こうした
場面は短期的に現れるものではない。子どもは本来、
心情・意欲・態度がバランス良く育つことにより、
初めて善悪の判断などが自らの実感として捉えるよ
うになるものである。また本来、他者からの必要性
や愛情を長期的に受ける事によって情緒は育つもの
である。
　幼少期にこのような道徳性を育む為には、時間を
かけて醸成していく環境が求められる。またこうし
た子どもの情緒の側面に携わる保育者を含めた大人
は子どもと向き合い、心を通わせる努力を続けて行
く必要がある。こうした点については、今後、より
多くの事例を検討し、1つのモデルを示していくこ
ととしたい。
【参考文献】
・幼稚園教育要領解説（文部科学省版）、平成２0年、
フレーベル館。
・保育所保育指針解説書（厚生労働省版）、平成２0年、
フレーベル館。
・「小学校学習指導要領：生活科」
・「幼児期から児童期への教育」国立教育政策研究
所教職課程研究センター、平成１７年２月。
・「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のため
の参考資料（小学校　特別活動）」文部科学省　
国立教育政策研究所　教職課程研究センター　平
成２3年１１月。
・「幼稚園における道徳性の芽生えを培うための事
例集」文部科学省　平成１3年３月。
